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第91回日本産業衛生学会
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内容を一部改変
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被害を受ける前にみんなで予防する

仲間が命を落としたり、傷つく姿は見たくない

○ 船と海を一番よく知っているのは自分達

→→ → ＷＩＢ自主改善活動
やりにくい作業、危険な作業、段差が見えにくいなどを改善

○自主改善には「気づき」が必要
若い、年取った、細い、太った、力がある、力がない

→人それぞれ個性がある
→危ないところ、やりにくいところ →人によって違う

⇒全員参加
自分達で点検し、自分達で改善していく

ＷＩＢと職場改善のためのヒント集の内容は共通しています



WIBの手順
ステップ1 よい改善事例を学ぶ

チェックリストでリスクを調査。

ステップ２ グループ毎に改善点を3つ提案する。

実現可能 効果が大きいもの、低コストを優先。

ステップ3 優先順位をつけた3つを改善。

改善が終わったら、つぎの3つを提案して、

改善する取りかかる。

テキスト P6
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改善には個性がある（道具を使いやすく）

工具の整理整頓

ボード使って機能的に整理

工具類が使いやすくなりました

テキスト P7

テキスト P５
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テキスト P９
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WIBチェックリスト オプション 職場見回りチェックリスト
メンタルストレス版 テキスト P８



改善活動すすめ方シートの記入例（その３）

実際に行った改善内容
を記録。

このシートは、船主が保存する

テキスト P14



ＷＩＢのチェックリスト

整理整頓 ６項目

転倒防止 4項目

機械の安全 ２項目

危険回避、騒音、避難 ６項目

照明 ２項目

作業のしやすさ 4項目

情報伝達・衛生設備 5項目

健康・ストレス 10項目

事務所衛生規則（事務所則）
具体的 巡視着眼点
１．空気環境
２．採光・照明
３．騒音
４．給排水の水質基準
５．ねずみ、昆虫等
６．廃棄物
７．便所
８．洗面、更衣、被服乾燥設備
９．休憩、仮眠施設
10．救急用具、消火器、避難通路
等
引用 職場巡視へのアプローチ
産業保健情報誌「東京さんぽ21」、P4、平
成20年10月39号
編集・発行：独立行政法人 労働者健康福祉機
構 東京産業保健推進センター

産業医の巡視とＷＩＢチェックリストは共通点があります

ＷＩＢのチェックリストと職場改善のため
のヒント集の内容は共通しています



（一次予防）

◎ メンタルヘルス不調の未然防止

○ 労働者のストレスマネジメントの向上

・教育研修、情報提供 ・セルフケア

〇 職場環境等の把握と改善

・過重労働による健康障害防止

・職場でのパワハラ・セクハラ対策

ストレスチェック等による未然防止の取組を強化

（二次予防）

◎ メンタルヘルス不調の早期発見と適切な対応

（三次予防）

職場復帰支援

ＷＩＢで対応

テキスト P５メンタルストレスの職場の把握と改善として



（参考資料）

国土交通省第11次船員災害防止基本計画

Ⅲ 船員災害防止のための対策

１．実施主体別の取組 （１）船舶所有者船舶所有者は、居住環

境・作業環境、労働条件の改善等総合的・計画的な船員災害
防止対策を講ずるため、次により安全衛生管理活動、船内向け
自主改善活動（WIB）を推進する。
２．主要な対策の推進

（１）作業時を中心とした死傷災害防止対策 船舶所有者は、
引き続き作業環境の改善や船内労働安全衛生マネジメントシ
ステム、船内向け自主改善活動（WIB） 等の災害防止の取組
を推進するとともに、転倒やはさまれ等が死傷災害の大きな原
因となっていることから、船員においても作業時の安全確認を
行う等安全意識の向上を図る。

（商船の他、20t以上の漁船にも適用されます） 10





WIB指導員養成講座受講後の船内の改善状況 (船員) n=421

船員 n=421点 受講事業者 n=178点



WIBの取り組み後のあなたの安全に関する行動

船員 n=421人 受講事業者 n=178人



WIBの取り組み後のあなたの安全に関する状況の変化
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ヒヤリとすることが減った

滑ったりぶつけたりすることが減った

小さな事故や小さな怪我か減った

労災になるような事故や怪我が減った

死亡事故が減った

状況にあまり変化がなかった

その他

無回答

船員 n=421人 受講事業者 n=178人



安全な漁業労働環境確保事業
（２０１３～１７年）

漁船での死者・行方不明者は年間約50名前後で推移し
ており、全船舶に占める漁船の割合が約6割と最も高く
なっています。このため、漁船の労働環境の改善や海難
の未然防止等について知識を有する「安全推進員」を養
成し、漁業労働環境の向上等を通じて海難事故の減少
を図ることを目的としています。

⇒５年間で４７５８人が受講

⇒効果がみられ、水産庁水産基本計画 （2017）に採用

テキスト P21
ㅤ6



ＷＩＢ自主改善活動についての効果についての考察
2011年～2017年に国土交通省に報告された「船員災害疾病
状況報告書（船員法111条報告）」を分析。

2011年～2017年国土交通省に4564件報告され、漁船が2437
件、商船その他が2127件。

国土交通省の統計は漁船漁業を対象としているために、
遠、沖合漁業を対象に、海運支局毎に講習会を2015年以前
に、複数回実施した地区、一回だけ実施した地区、まったく
実施しなかった地区に分類 した講習会を分析

分析対象地区は７年間で災害が40件以上発生した海運支局

テキスト P２３



図1 複数回実施した地区の労働災害発生数
（n=728）

テキスト P24
ㅤ3



図３ 実施していない地区の労働災害発生数
（n=615）

テキスト P２５



** P < 0.01

WIBを実施した事業者は当初は労災の発生率が
高かったが、その後、低減した。WIBを実施したな
かった事業者は横ばい。

ㅤ2



改善事例
甲板の照明をLED化 青森のホタテ漁船.

改善前 改善後

LED化によって、 電力使用量が620Wから 356Wに削減。
明るくなって甲板作業がしやすくなった.

費用約4万円、年間約2万円の経費削減

テキストP２３ㅤ11



漁業労働安全確保総合支援事業
（2018～22）

漁業の労働災害発生率は、一般船舶の約2倍、陸上全産
業平均の約6倍と高くなっています。災害の発生は、人命
に関わる課題であるとともに、漁業に対する就労意欲にも
影響することから、災害発生を減少させ、安全な労働環境
づくりを推進していくことが必要です。

・・・漁船の安全操業等について知識を有する「安全推
進員」や安全推進員等を指導する「安全責任者」を養成す
ることで、漁業労働災害を減少させることを目的としてい
ます。
漁船の安全操業対策等を講じるため、次に掲げる事業を
実施するものとします。

（1）漁業労働災害調査及び労災保険加入促進事業
（2）安全推進員養成講習会事業
（3）安全責任者養成講習会事業



「船内労働安全衛生マネジメントシステム」とは、船主から現場の船員まで会社が一丸となって、PDCA（Plan-
D0-Check-Action）サイクルをベースとして船内の安全衛生水準を継続的に向上させる手法を言います。

船内労働安全衛生マネジメントシステム

計画（Plan）

船内労働安全衛生方針の表明
（経営トップによる船員の安全衛生に関する基本方針の表明）

船内労働安全衛生目標の設定
（船員災害の発生件数、定期的な危険予知訓練の実施等具体的な数値目標）

船内労働安全衛生計画の作成
（目標を達成するための具体的な実施事項、日程、担当者等の設定）

実施（Do）
船内労働安全衛生計画の実施等

評価（Check）改善(Action)
船内労働安全衛生計画の実施状況の定期的な点検・改善
（計画の実施状況のチェック）

システム監査
（システム全般の監査）

システムの見直し
（システムの全般的な見直し）

継続的改善
（次期の目標、計画等への反映）

テキスト P１５



WIB方式OSHMSの
漁業会社への導入

浜田市が労働災害で島根県全体の1/3

災害の減少の傾向は横ばい傾向

⇒WIB方式OSHMSを事業者に提案→協力

島根県浜田市の漁業会社

乗組員数６５名
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WIB OSHMS  
成功事例 No.1



WIB OSHMS  
成功事例 No.2

隠岐観光株式会社 小型フェリー1隻及び小型旅客船５隻

乗組員数 ２０名

導入以前:乗組員と管理職のコミュニケーションがうまく取
れていなか船員とのコミュニケーションも不良で、安全管理
は最低限のことだけを実施していた. 

導入後:WIBの講習会に全員で参加をした。その後わずか二
か月間の間に２０の改善例が提案された。

現在は80件の改善が実施されて、利用者からも「船がきれい
になった」、「乗組員が明るくなった「」と評判になった。無理な
くできるので、今後も継続していく。

ㅤ4



図4-31.落下しない工夫

図4-32.重いものは台車を活用

図4-33.棚にわかりやすいラベル



WIB OSHMS  
成功事例 No.３

親力海運株式会社

土砂運搬船 5隻

乗組員数40名

以前: ISOHSAS18001を取るような安全に対して熱心な会社で
あるが、社長が現場で乗組員を叱り、,現場は受け身で安全活
動に取り組んでた。活動の割には死傷災害が複数発生してい
た。

WIBの講習会を受けて、乗組員が積極的に自主改善活動に
取り組み、2年間で１８０件の改善が提案された。

現在でも改善活動を積極的に取り組み、乗組員が社長にい
ろいろとアドバイスを受けて、良好な関係を築いている。



WIBの職場での活用方法
WIBにより職場環境等の改善を行なうステップ
＜①対策への合意形成＞＜③改善の討議と立案＞ ＜③対策実施と評価＞
○教育 ○職場の情報の収集 ○フォローアップ ○ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟの実施

職場で良好事
例を報告し合い
ながらすぐ実施
可能な職場改
善をでグループ
討議によりまと
める

実施について
、船社、船との
合意
WIBチェックリ
スト、改善の
進め方シート
の使い方の教
育

チェックリスト
及び進め方シ
ートを衛生委
員会または産
業医など専門
家に見てもら
いアドバイス
をもらう

年
間
の
報
告
会
と
表
彰

アドバイスを
参考に更な
る改善を進
める



（考察）
講習会を実施したところは労働災害の減少傾向

今回の分析は７年間の災害の７０％を対象としていること
も考えると、ある程度の効果があった

自主改善活動は低コスト、短時間で効果が挙げれ
る方法であり、今後も未実施地区でも実施するこ
とにより、労働災害の減少

船舶は陸上から離れておりスケジュール決まら
ず、労働安全衛生についての支援が難しい。
例 産業医の巡視など
ＷＩＢのフォローシートなどを活用して、
産業医からアドバイスをもらうなど、
多角的な労働安全衛生対策が考えられる


